
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 61 号

平成 15 年

8 月 5 日（火曜日）

一

告
　
　
示

○
有
害
図
書
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課
）

一

○
結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
　
　
　
　
　
（
薬
務
感
染
症
対
策
課
）

二

○
結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
　
　
（

〃

）

○
道
路
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
路
保
全
課
）

三

○
道
路
の
位
置
指
定
（
五
件
）

（
建
　
築
　
課
）

公
　
　
告

○
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
特
約
業
者
の
指
定
の
取
消
し
　
　
　
　
　
　
　
（
税
　
務
　
課
）

四

○
特
定
計
量
器
定
期
検
査
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
計
量
検
定
所
）

○
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
適
否
決
定
（
三
件
）

（
土
地
改
良
課
）

五

○
一
般
競
争
入
札
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
　
産
　
課
）

六

選
挙
管
理
委
員
会
告
示

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

八

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
解
散
等
の
届
出

○
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
資
金
管
理
団
体
の
届
出

九

監
査
委
員
公
表

○
監
査
結
果
の
公
表

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号

香
川
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
香
川
県
条
例
第
二
十
二
号
）
第
八
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
図
書
を
青
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

告

示

指
定
番
号

118

119

指
定

年
月
日
種
別

CD－
ROM
付
雑
誌

雑
誌

図
　
　
　
　
書
　
　
　
　
名

＠
B
U
B
U
K
A  

Vol.25
ブ
ブ
カ
８
月
号
増
刊

雑
誌
コ
ー
ド

17886－
8

発
行
所
名

㈱
コ
ア
マ

ガ
ジ
ン〃

指
定
理
由

内
容
が
著

し
く
性
的

感
情
を
刺

激
し
、
又

は
甚
だ
し

く
粗
暴
性

を
助
長
す

る
等
青
少

年
の
福
祉

を
阻
害
す

る
お
そ
れ

が
あ
る
。

120

121

122

123

〃〃〃〃

ホ
イ
ッ
プ

N
o.43

８
月
号

B
U
B
U
K
A  プ

ラ
チ
ナ
　
Vol.03

お
宝
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
８
月
号
増
刊

U
RU
RU

Vol.21
ホ
イ
ッ
プ
８
月
号
増
刊
う
る
る
ッ
！

1st  TATTO
O

Vol.1
TAT
T
O
O
  B
U
R
ST
８
月
号
増
刊

U
R
E
C
C
O
  gal

８
月
号

08169－
8

02284－
8

08170－
8

15976－
8

01865－
08

〃〃〃

ミ
リ
オ
ン

出
版
㈱

124
〃

TH
E PO

W
ERFU

L
Vol.09

ケ
ー
タ
イ
バ
ン
デ
ィ
ッ
ツ
８
/１
増
刊

13320－
08

〃

125
〃

別
冊
G
O
N
！
　
　
　
　
　
＃
27

８
月
号

18185－
08

〃

126
〃

Street  SU
G
A
R  Special

Vol.25Street SU
G
AR８

月
号
増
刊

04168－
08

㈱
サ
ン
出

版

平成十五年七月二十九日



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

二

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
　
　
　
称
　
　
　
所
　
　
在
　
　
地
　
　
　
開
　
設
　
者
　
　
　
指
　
定
　
年
　
月
　
日
　
　

ひ
も
り
の
里
診
療
所
　
さ
ぬ
き
市
鴨
庄
四
四
八
　
大
山
　
美
穂
　
　
　
平
成
十
五
年
四
月
十
六
日

一
―
二

医
療
法
人
社
団
逍
遥
　
観
音
寺
市
柞
田
町
甲
八
　
医
療
法
人
社
団
　
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日

会
　
お
ざ
き
こ
ど
も
　
八
〇
―
二
　
　
　
　
　
　
逍
遥
会

ク
リ
ニ
ッ
ク

村
上
医
院
　
　
　
　
　
三
豊
郡
詫
間
町
詫
間
五
　
村
上
　
恭
一
郎
　
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日

四
八
八

医
療
法
人
社
団
み
と
　
観
音
寺
市
柞
田
町
甲
一
　
医
療
法
人
社
団
　
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日

し
会
　
ク
ニ
タ
ク
リ
　
八
八
八
―
一
　
　
　
　
　
み
と
し
会

ニ
ッ
ク

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
坂
出
市
川
津
町
二
四
九
　
常
包
　
　
修
　
　
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日

五
―
一

ぬ
ま
は
ら
皮
ふ
科
　
　
三
豊
郡
豊
中
町
大
字
比
　
沼
原
　
　
利
彦
　
　
平
成
十
五
年
五
月
十
六
日

地
大
字
政
本
二
六
二
一

宇
多
津
浜
ク
リ
ニ
ッ
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜
五
　
猪
尾
　
　
昌
之
　
　
平
成
十
五
年
六
月
二
日

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
番
丁
六
六
―
一

有
限
会
社
　
ア
ポ
ハ
　
三
豊
郡
豊
中
町
大
字
比
　
有
限
会
社
　
ア
ポ
　
平
成
十
五
年
五
月
一
日

ウ
ス
　
ひ
い
ら
ぎ
調
　
地
大
字
政
本
二
六
二
二
　
ハ
ウ
ス

剤
薬
局
　
　
　
　
　
　
―
一

ほ
ほ
え
み
薬
局
　
　
　
仲
多
度
郡
多
度
津
町
寿
　
株
式
会
社
　
神
原
　
平
成
十
五
年
五
月
十
日

町
二
―
三
七
　
　
　
　
　
薬
局

有
限
会
社
　
宮
川
薬
　
綾
歌
郡
飯
山
町
下
法
軍
　
有
限
会
社
　
宮
川
　
平
成
十
五
年
七
月
一
日

局
飯
山
店
　
　
　
　
　
寺
字
島
田
三
八
〇
―
一
　
薬
局

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定

医
療
機
関
は
、
そ
の
指
定
を
辞
退
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

127
〃

TO
P  SPEED

Vol.035
８
月
号

06837－
08

128
〃

C
eLeb  girls

Vol.007
ウ
ォ
ー
Ｂ
組
８
月
号
増
刊

11804－
08

129
〃

別
冊
ド
ン
ト
　
　
　
　

Vol.13
８
月
号

17907－
08

130
〃

ビ
デ
オ
ボ
ー
イ
　
　
　
Vol.232
８
月
号

07679－
8

131
〃

激
ヤ
バ
　
　
　
　
　
　

Vol.05
ト
ッ
プ
バ
ン
ド
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

８
月
号
増
刊

16558－
08

〃

㈱
マ
ガ
ジ
ン

マ
ガ
ジ
ン〃

㈱
英
知
出

版㈱
英
和
出

版
社

132
〃

裏
モ
ノ
JAPAN

８
月
号

01805－
8

鉄
人
社

133
コミッ
ク
誌

Taboo
N
o.132
８
月
号

19673－
08

三
和
出
版

㈱

134
雑
誌
パ
ソ
コ
ン
パ
ラ
ダ
イ
ス
Vol.135
８
月
号

07483－
08

㈱
メ
デ
ィ

ア
ッ
ク
ス

135
〃

D
r.ピ
カ
ソ
　
　
　
　
　
N
o.101
８
月
号

06635－
08

㈱
バ
ウ
ハ

ウ
ス

136
〃

海
賊
N
o.1

８
月
号

02461－
8

㈱
竹
書
房

137
〃

ザ
・
ベ
ス
ト
M
AG
AZIN

E
N
o.231
８
月
号

14003－
8

㈱
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
ズ

138
〃

PEN
TH
O
U
SE

JAPAN
８
月
号

07933－
8

㈱
ぶ
ん
か

社



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

三

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

名
　
　
　
　
称
　
　
　
所
　
　
在
　
　
地
　
　
　
開
　
設
　
者
　
　
辞
　
退
　
年
　
月
　
日
　
　
　

多
田
羅
医
院
　
　
　
　
坂
出
市
元
町
一
―
六
―
　
多
田
羅
　
正
直
　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

二
〇

ク
ニ
タ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
観
音
寺
市
柞
田
町
甲
一
　
大
西
　
敏
行
　
　
平
成
十
五
年
四
月
三
十
日

八
八
八
―
一

つ
ば
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
坂
出
市
文
京
町
一
―
二
　
常
包
　
　
修
　
　
平
成
十
五
年
四
月
三
十
日

―
七
　
小
林
ビ
ル
２
Ｆ

医
療
法
人
社
団
　
西
　
三
豊
郡
仁
尾
町
仁
尾
辛
　
医
療
法
人
社
団
　
平
成
十
五
年
七
月
十
日

山
医
院
　
　
　
　
　
　
四
〇
―
五
　
　
　
　
　
　
西
山
医
院

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
保
全
課
に
お
い
て
、
平
成
十
五
年
八
月
五
日
か
ら
同
年
八
月

二
十
六
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
一
般
）

二
　
路
　
線
　
名
　
鴨
川
停
車
場
五
色
台
線
（
百
八
十
号
）

三
　
道
路
の
区
域

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
長
土
指
道
　
第
十
一
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
田
中
字
西
地
四
九
二
―
三

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
五
〇
・
七
〇
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
長
土
指
道
　
第
十
二
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
字
石
ヶ
坪
二
二
三
八
―
六

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
二
七
・
六
三
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
長
土
指
道
　
第
十
三
号

坂
出
市
加
茂
町
字
牛
之
子
一
五
三
〇
番
一
地
先
か

ら坂
出
市
加
茂
町
字
牛
之
子
一
五
四
六
番
九
地
先
ま

で

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
五

〜
一
二
・
五

六
〇

延
　
　
　
長

（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
六
年
香

川
県
告
示
第

六
百
六
十
号

で
変
更
し
た

区
域
の
残
り

部
分 備

　
考



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

四

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
字
石
ヶ
坪
二
二
三
八
―
六

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
五
〇
メ
ー
ト
ル

延
長
　
二
五
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
長
土
指
道
　
第
十
四
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
字
北
中
川
一
四
五
二
―
三

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
七
六
メ
ー
ト
ル

延
長
　
一
九
・
四
三
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
四
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
　
定
　
番
　
号
　
長
土
指
道
　
第
十
五
号

二
　
指
定
年
月
日
　
平
成
十
五
年
七
月
二
十
三
日

三
　
指
定
道
路
の
位
置
　
木
田
郡
三
木
町
大
字
氷
上
字
北
中
川
一
四
五
二
―
二
及
び
一
四
五
二
―
三

四
　
指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長
　
幅
員
　
四
・
七
六
メ
ー
ト
ル

延
長
　
二
三
・
四
一
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
長
尾
土
木
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
四
百
八
十
九
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
七
百
条
の
六
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

特
約
業
者
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

氏
名
又
は
名
称
　
　
代
表
者
の
氏
名
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
　
　
取
消
し
の
年
月
日
　
　
　

松
岡
商
店
有
限
会
社
　
松
岡
　
一
三
　
　
さ
ぬ
き
市
鴨
庄
二
〇
一
四
　
平
成
十
五
年
五
月
十
五
日
　
　
　

●
香
川
県
公
告
第
四
百
九
十
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
計
量
器
（
特
定
計

量
器
検
定
検
査
規
則
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
定
期
検
査
の
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

非
自
動
は
か
り
（
計
量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二

号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
、
分
銅
及
び
お
も
り

二
　
定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
期
日
及
び
場
所

別
表
の
と
お
り

公

告

検
　
査
　
区
　
域

（
坂
出
市
）

別
表

検
　
　
査
　
　
日
　
　
時

検
　
　
査
　
　
場
　
　
所

王
　
　
越
　
　
町

10月
27日（

月
）

9：
30～
11：
30

坂
出
市
役
所
王
越
出
張
所

青
梅
町
・
高
屋
町

・
神
谷
町
・
大
屋

冨
町

13：
00～
15：
00

坂
出
市
役
所
松
山
出
張
所



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

五

●
香
川
県
公
告
第
四
百
九
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
町
が
土
地
改

良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
）
安
原
地
区
（
下
倉
上
団
地
）
）
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
七
月
二
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
香
川
町
経
済
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
八
月
十
二
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
四
百
九
十
二
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
香
川
町
が
土
地
改

良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
生
産
基
盤
型
）
森
窪
団
地
第
一
工
区
地
区
）
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
七
月
二
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
香
川
町
経
済
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
八
月
十
二
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

●
香
川
県
公
告
第
四
百
九
十
三
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
か
が
わ
市
が
土

地
改
良
事
業
（
単
独
県
費
補
助
土
地
改
良
事
業
（
横
断
道
関
連
・
ほ
場
整
備
事
業
）
宗
極
地
区
）
計
画
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
平
成
十
五
年
七
月
十
八
日
適
当
と
決
定
し
た
。

そ
の
関
係
書
類
を
東
か
が
わ
市
事
業
部
経
済
課
に
お
い
て
平
成
十
五
年
八
月
十
二
日
か
ら
同
年
九
月
一

日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

林
田
町
・
西
庄
町

10月
29日（

水
）

9：
30～
11：
30

香
川
県
農
協
林
田
支
店

川
　
　
津
　
　
町

13：
00～
15：
00

坂
出
市
役
所
川
津
出
張
所

府
　
　
中
　
　
町

10月
30日（

木
）

9：
30～
11：
30

香
川
県
農
協
府
中
支
店

加
　
　
茂
　
　
町

13：
00～
15：
00

香
川
県
農
協
加
茂
支
店

室
町
・
久
米
町
・

京
町
・
昭
和
町
・

旭
町
・
横
津
町
・

谷
町
・
駒
止
町
・

福
江
町
・
江
尻
町

11月
4
日（
火
）
10：
00～
15：
00

坂
出
市
役
所

築
港
町
・
入
船
町

・
西
大
浜
南
・
元

町
・
本
町
３
丁
目

・
中
央
町
・
西
大

浜
北
・
番
の
州
緑

町
・
番
の
州
町
・

川
崎
町
・
瀬
居
町

・
紗
弥
島
・
沖
の

浜

11月
5
日（
水
）
10：
00～
15：
00

坂
出
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
前
駐
車
場

文
京
町
・
御
供
所

町
・
八
幡
町
・
常

磐
町
・
白
金
町
・

新
浜
町
・
宮
下
町

・
富
士
見
町

11月
6
日（
木
）
10：
00～
15：
00

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

大
池
町
・
小
山
町

・
池
園
町
・
笠
指

町
・
寿
町
・
本
町

１
～
２
丁
目
・
青

葉
町
・
花
町

11月
7
日（
金
）
10：
00～
15：
00

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

櫃
　
　
　
　
　
石

11月
10日（

月
）

10：
00～
10：
30

坂
出
市
立
櫃
石
小
中
学
校

岩
　
　
　
　
　
黒

10：
45～
11：
15

坂
出
市
立
岩
黒
小
中
学
校

与
　
　
島
　
　
町

11：
30～
12：
00

坂
出
市
役
所
与
島
出
張
所

坂
出
市
全
域

（
再
　
検
　
査
）

11月
13日（

木
）
10：
00～
12：
00

坂
出
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

六

●
香
川
県
公
告
第
四
百
九
十
四
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
（
以
下
「
入
札
」
と
い
う
。
）
を
行
う
の
で
、
香
川
県
会
計
規
則
（
昭
和

三
十
九
年
香
川
県
規
則
第
十
九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
件
名
　
水
産
試
験
場
調
査
船
建
造

２
　
船
舶
の
概
要

船
種
等
　
第
一
種
小
型
漁
船
　
一
隻

船
質
　
軽
合
金
（
耐
食
軽
合
金
）

全
長
　
一
九
・
一
メ
ー
ト
ル

型
幅
　
四
・
三
メ
ー
ト
ル

型
深
　
一
・
五
メ
ー
ト
ル

計
画
喫
水
　
約
〇
・
七
四
メ
ー
ト
ル

計
画
総
ト
ン
数
　
一
九
ト
ン

最
大
搭
載
人
員
　
一
五
名

そ
の
他
　
入
札
概
要
書
及
び
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
。

３
　
施
工
期
間
　
契
約
締
結
日
の
翌
日
か
ら
平
成
十
六
年
三
月
十
七
日
ま
で

４
　
納
入
場
所
　
別
途
指
定
す
る
場
所

５
　
納
入
期
限
　
平
成
十
六
年
三
月
十
七
日

６
　
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当

す
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を

切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
）
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
見
積
も
っ
た
契
約
金
額

の
百
五
分
の
百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

二
　
入
札
参
加
資
格

次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。

１
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２
　
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
に
お
い
て
、
Ａ
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
本
公
告
日
現
在
Ａ
級
に
格
付
け
さ
れ
て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
平
成
十
五
年
八
月
十
二

日
（
火
）
ま
で
に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
香
川
県
出
納
局
会
計
課
に
提
出
し
て
、

Ａ
級
格
付
け
の
可
否
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
。

３
　
県
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
指
名
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る

こ
と
。

４
　
過
去
十
年
以
内
に
進
水
し
、
引
き
渡
し
が
完
了
し
た
軽
合
金
製
の
高
速
艇
で
あ
っ
て
、
本
件
調
達

に
係
る
調
査
船
（
以
下
「
調
達
調
査
船
」
と
い
う
。
）
と
同
程
度
の
規
模
以
上
（
一
九
ト
ン
以
上
と

す
る
。）
の
も
の
を
建
造
し
た
実
績
を
有
す
る
こ
と
。

５
　
全
長
二
十
メ
ー
ト
ル
の
船
舶
を
建
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
社
敷
地
内
の
屋
内
施
設
を
有
し
、
調

達
調
査
船
建
造
に
使
用
で
き
る
こ
と
。

６
　
船
体
と
甲
板
室
構
造
の
側
壁
及
び
甲
板
に
は
大
型
押
出
型
材
が
使
用
で
き
る
こ
と
。

７
　
溶
接
工
事
は
、
全
工
程
を
溶
接
資
格
者
に
よ
り
施
工
す
る
も
の
と
し
、
証
明
書
を
有
す
る
資
格
者

を
三
名
以
上
、
調
達
調
査
船
建
造
業
務
に
配
置
で
き
る
こ
と
。

８
　
試
験
研
究
調
査
を
目
的
と
す
る
軽
合
金
製
の
高
速
艇
の
造
船
人
員
と
し
て
構
造
設
計
、
船
体
艤
装
、

機
関
艤
装
及
び
電
気
艤
装
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
技
術
者
各
一
名
以
上

を
専
任
で
調
達
調
査
船
建
造
業
務
に
配
置
で
き
る
こ
と
。

９
　
調
達
調
査
船
に
関
す
る
点
検
、
修
理
、
部
品
提
供
等
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、

そ
の
体
制
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
り
迅
速
か
つ
円
滑
に
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

10

調
達
調
査
船
建
造
基
本
設
計
業
務
の
受
託
者
で
な
い
者
又
は
当
該
受
託
者
と
資
本
面
若
し
く
は
人

事
面
に
お
い
て
密
接
な
関
連
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

11

こ
の
建
造
に
係
る
入
札
説
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

三
　
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
入
札
説
明
書
に
掲
げ
る
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
に

指
定
の
書
類
を
添
え
て
、
平
成
十
五
年
八
月
十
九
日
（
火
）
午
後
五
時
ま
で
に
四
の
１
の
場
所
に
提
出
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し
、
当
該
書
類
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
者

に
限
り
入
札
の
対
象
と
す
る
。

四
　
契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
期
間

１
　
場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課
（
電
話
　
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
四
七
四
）

２
　
期
間

平
成
十
五
年
八
月
五
日
（
火
）
か
ら
同
年
九
月
十
六
日
（
火
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
（
以
下
「
休

日
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を

除
く
。
）

五
　
入
札
説
明
書
及
び
設
計
図
書
を
交
付
す
る
期
間
、
場
所
、
方
法

１
　
入
札
説
明
書
の
交
付

期
間

平
成
十
五
年
八
月
五
日
（
火
）
か
ら
同
年
八
月
十
五
日
（
金
）
ま
で
（
休
日
等
を
除
く
。
）
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。
）

場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課
（
電
話
　
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
四
七
四
）

方
法

無
料
で
配
布
す
る

２
　
設
計
図
書
の
交
付

平
成
十
五
年
八
月
二
十
六
日
（
火
）
以
降
に
、
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
者
に
対
し
入

札
参
加
資
格
の
確
認
結
果
と
と
も
に
送
付
す
る
。
た
だ
し
、
設
計
図
書
は
入
札
時
に
返
却
す
る
こ
と
。

六
　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等
の
提
出
及
び
入
札
等

１
　
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等
の
提
出

こ
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
水
産
試
験
場
調
査
船
建
造
に
係
る
一
般
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
及
び
指
定
の
書
類
を
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
持
参
の
上
提
出
し
、
入
札
参
加

資
格
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
出
日
時

平
成
十
五
年
八
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
同
年
八
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま
で
を
除
く
。）

提
出
場
所

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
農
政
水
産
部
水
産
課
（
電
話
　
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
四
七
四
）

２
　
入
札日

時
　
平
成
十
五
年
九
月
十
七
日
（
水
）
午
後
二
時

場
所
　
香
川
県
庁
北
館
三
階
入
札
室

七
　
落
札
者
の
決
定
方
法

規
則
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価

格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

八
　
そ
の
他

１
　
契
約
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨
　
日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

２
　
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

規
則
第
百
五
十
二
条
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
免
除

３
　
入
札
の
無
効

本
公
告
に
示
し
た
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
、
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義
務
を
履
行

し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
及
び
規
則
第
百
七
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
入
札
は
、
無

効
と
す
る
。

４
　
入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
又
は
入
札
に
関
し
不
正
行
為
が
あ
る
等
に
よ
り
明

ら
か
に
競
争
の
実
効
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
入
札
又
は
開
札
を
取
り
消
し
、
又
は
延
期
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
入
札
又
は
開
札
の
取
消
し
又
は
延
期
に
よ
る
損
害
は
、
入
札
者
の
負

担
と
す
る
。

５
　
落
札
の
無
効

落
札
者
は
、
落
札
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
の
期
間
内
に
落
札
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
契
約
書
を
作
成
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
落
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札
は
、
無
効
と
す
る
。
た
だ
し
、
契
約
書
を
郵
便
等
に
よ
り
送
付
す
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
予
約
完
結
権
の
譲
渡

落
札
者
は
、
落
札
決
定
後
契
約
締
結
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
予
約
完
結
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
て

は
な
ら
な
い
。

７
　
契
約
書
作
成
の
要
否
　
要

８
　
そ
の
他
　
詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
公

表
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

一
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
代
表
者
の
氏
名
　
会
計
責
任
者
の
　
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

氏
　
　
　
　
名

井
上
ひ
ろ
し
後
援
会
　
　
　
　
高
岡
　
尚
美
　
　
松
村
　
武
雄
　
　
東
か
が
わ
市
川
東
二
九
八

小
川
淳
也
後
援
会
　
　
　
　
　
中
川
　
勝
巳
　
　
青
木
　
武
史
　
　
高
松
市
三
条
町
三
一
五
｜
三

佐
伯
文
男
後
援
会
　
　
　
　
　
石
川
　
　
篤
　
　
多
賀
　
利
雄
　
　
三
豊
郡
豊
浜
町
大
字
和
田
浜
一

一
五
一

淳
正
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
淳
也
　
　
小
川
　
明
子
　
　
高
松
市
三
条
町
三
一
五
｜
三

白
川
年
男
後
援
会
　
　
　
　
　
白
川
　
善
久
　
　
白
川
　
せ
つ
子
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
炭
所
西

一
一
二
四
｜
一

武
内
修
後
援
会
　
　
　
　
　
　
武
内
　
廣
子
　
　
武
内
　
廣
子
　
　
仲
多
度
郡
満
濃
町
大
字
長
尾
一

八
八
〇

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。平

成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

一
　
政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
　
異
動
事
項
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

自
由
民
主
党
香
川
内
航
海
運
支
　
主
た
る
事
務
　
高
松
市
錦
町
一
｜
二
一
　
高
松
市
錦
町
一
｜
一
｜

部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
の
所
在
地
　
｜
三
　
　
　
　
　
　
　
　
二

民
主
党
香
川
県
第
１
区
総
支
部
　
代
　
表
　
者
　
小
川
　
淳
也
　
　
　
　
　
村
上
　
　
豊

の
　
氏
　
名

会
計
責
任
者
　
市
原
　
　
晋
　
　
　
　
　
岡
田
　
　
徹

の
　
氏
　
名

二
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称
　
　
　
　
異
動
事
項
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

片
岡
英
樹
後
援
会
　
　
　
　
　
　
代
　
表
　
者
　
大
西
　
一
則
　
　
　
　
　
水
原
　
　
栄

の
　
氏
　
名

●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団

体
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

一
　
そ
の
他
の
政
治
団
体

政
治
団
体
の
名
称

黒
木
保
後
援
会

選
挙
管
理
委
員
会
告
示
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●
香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
管

理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
名
称
等
を
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
五
日

香
川
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
　
　
大
　
　
林
　
　
一
　
　
友

小
川
　
淳
也
　
　
衆
議
院
議
員
　
淳
正
会
　
　
　
　
　
高
松
市
三
条
町
三
一
五
｜
三
　
小
川
　
淳
也

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者

の

氏

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体

の
　
名
　
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の

氏
　
　
名

監
査
委
員
公
表

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
25号

平
成
15年
６
月
16日
付
け
で
提
出
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律

第
67号
）
第
242条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
査
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
15年
８
月
５
日

香
川
県
監
査
委
員
　
鎌
　
田
　
守
　
恭

同
　
　
　
　
名
　
和
　
基
　
延

同
　
　
　
　
石
　
川

治

同
　
　
　
　
広
　
瀬
　
員
　
義

第
１
　
監
査
の
請
求

１
　
請
求
人

高
松
市
新
北
町
21番
14号
　
　
　
　
　
矢
野
　
輝
雄

２
　
請
求
書
の
提
出

平
成
15年
６
月
16日

３
　
請
求
の
内
容

請
求
人
提
出
の
住
民
監
査
請
求
書
に
お
け
る
請
求
の
要
旨
は
、
「
別
紙
事
実
証
明
書
の
記
載
に
よ

る
と
、
香
川
県
知
事
は
、
財
団
法
人
栗
林
公
園
動
物
園
に
対
し
て
平
成
15年
４
月
分
か
ら
同
年
９
月

分
の
香
川
県
所
有
土
地
の
土
地
使
用
料
7,426,500円

の
納
入
に
つ
き
違
法
に
こ
れ
を
免
除
し
当
該
土

地
使
用
料
の
徴
収
を
違
法
に
怠
っ
て
い
る
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

別
紙
事
実
証
明
書
の
記
載
に
よ
る
と
、
本
件
土
地
使
用
料
の
免
除
は
、
香
川
県
都
市
公
園
条
例
第

11条
但
し
書
の
規
定
に
よ
り
免
除
す
る
と
し
て
い
る
が
、
知
事
の
権
限
お
い
て
自
由
に
使
用
料
納
入

の
免
除
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
香
川
県
都
市
公
園
条
例
第
11条
但
し
書
の
規
定
で
は
、
使
用
料
の

減
免
が
で
き
る
場
合
と
し
て
減
免
す
る
必
要
が
あ
っ
て
「
特
別
の
事
由
」
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る

の
で
あ
る
が
、
本
件
の
場
合
に
は
、
何
ら
の
「
特
別
の
事
由
」
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

本
件
違
法
な
「
怠
る
事
実
」
は
、
地
方
自
治
法
第
242条

第
１
項
の
公
金
の
賦
課
・
徴
収
を
怠
る
事

実
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
違
法
な
「
怠
る
事
実
」
に
よ
り
、
香
川
県
が
当
該
土
地
使
用
料

相
当
額
の
損
害
を
受
け
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
当
該
職
員
が
本
件
怠
る
事
実
に
よ
り
香
川
県
に
対

し
て
損
害
を
与
え
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本
件
怠
る
事
実
は
、
地
方
財
政
法
第
４
条
第
２
項
、
同

法
第
８
条
の
各
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
請
求
人
は
、
香
川
県
監
査
委
員
が
、
本
件
怠
る
事
実
に
つ
き
責
任
を
有
す
る
者
に

対
し
て
損
害
の
補
て
ん
を
さ
せ
、
又
は
当
該
使
用
料
徴
収
を
直
ち
に
行
う
等
の
「
必
要
な
措
置
」
を

講
ず
る
よ
う
香
川
県
知
事
に
対
し
て
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
」
（
以
上
原
文
の
と
お
り
）
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

（
別
紙
事
実
証
明
書
省
略
）

４
　
請
求
の
受
理

本
件
請
求
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
242条

所
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い

る
も
の
と
認
め
、
こ
れ
を
受
理
し
た
。

第
２
　
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査

１
　
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
の
請
求

請
求
人
が
監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
求
め

る
理
由
は
、
「
住
民
監
査
請
求
の
分
野
に
お
い
て
は
、
従
来
の
監
査
委
員
の
制
度
は
全
く
機
能
し
て

お
ら
ず
、
信
用
で
き
な
い
の
で
、
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
」

（
以
上
原
文
の
と
お
り
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

２
　
知
事
に
地
方
自
治
法
第
252条

の
43第

２
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
（
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個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
を
相
当
と
し
な
い
理
由
）

外
部
監
査
制
度
が
設
け
ら
れ
た
趣
旨
は
、
地
方
公
共
団
体
の
組
織
に
属
さ
な
い
外
部
の
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
外
部
監
査
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
団
体
に
お
け
る
監
査
制
度
の

独
立
性
と
専
門
性
を
一
層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
監
査
機
能
に
対
す
る
住

民
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
が
、
こ
の
制
度
は
監
査
委
員
制
度
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、

地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
適
正
な
運
営
の
確
保
と
い
う
共
通
の
目
的
に
資
す
る
制
度
で
あ
り
、
両
者

が
相
互
に
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
監
査
機
能
の
全
体
が
充
実
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
住
民
監
査
請
求
は
、
財
団
法
人
栗
林
公
園
動
物
園
（
以
下
「
栗
林
動
物
園
」
と
い
う
。
）
に

対
す
る
土
地
使
用
料
の
免
除
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
財
務
会
計
上
の
違
法
性
等
に
つ
い
て
の

判
断
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
特
に
監
査
委
員
に
代
わ
る
外
部
の
者
に
よ
る
判
断
を
必
要
と
し
、
あ
る

い
は
、
特
に
専
門
的
な
知
識
や
判
断
等
を
必
要
と
す
る
事
案
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
３
　
監
査
の
実
施

１
　
監
査
対
象
事
項

栗
林
動
物
園
に
対
し
て
、
栗
林
公
園
内
に
お
け
る
公
園
施
設
（
動
物
園
）
設
置
に
係
る
平
成
15年

４
月
１
日
か
ら
同
年
９
月
30日
ま
で
の
土
地
使
用
料
を
免
除
し
た
の
は
、
違
法
又
は
不
当
か
否
か
に

つ
い
て
監
査
を
行
う
。

２
　
監
査
対
象
部
局

商
工
労
働
部
観
光
交
流
局

３
　
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

請
求
人
に
対
し
て
、
地
方
自
治
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
15年

７
月
22日

に
証

拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
が
、
請
求
人
か
ら
こ
れ
を
行
わ
な
い
旨
の
意
思
表
示
が
な
さ

れ
た
。

第
４
　
監
査
の
結
果

本
件
請
求
に
つ
い
て
は
、
監
査
の
結
果
、
合
議
に
よ
り
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

本
件
請
求
は
、
理
由
が
な
い
も
の
と
認
め
る
。

以
下
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
。

１
　
事
実
関
係
の
確
認

関
係
書
類
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
商
工
労
働
部
観
光
交
流
局
職
員
か
ら
事
情
を
聴
取
し
て
、

次
の
事
項
を
確
認
し
た
。

栗
林
動
物
園
に
対
す
る
土
地
使
用
料

①
　
栗
林
動
物
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
栗
林
公
園
は
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
31年
法
律
第
79号
）
に

基
づ
き
県
が
設
置
し
管
理
し
て
い
る
都
市
公
園
で
あ
り
、
動
物
園
は
、
同
法
第
２
条
第
２
項
第
６

号
に
規
定
す
る
都
市
公
園
の
効
用
を
全
う
す
る
た
め
の
公
園
施
設
（
教
養
施
設
）
に
該
当
す
る
。

同
法
第
５
条
第
２
項
の
許
可
を
受
け
て
公
園
内
土
地
に
公
園
施
設
を
設
け
る
場
合
は
、
香
川
県
都

市
公
園
条
例
（
昭
和
39年
香
川
県
条
例
第
20号
）
第
11条
に
お
い
て
、
「
別
表
第
２
に
掲
げ
る
額

の
使
用
料
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
に
お
い
て
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認

め
た
と
き
は
、
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

②
　
平
成
14年
10月
１
日
か
ら
平
成
15年
３
月
31日
ま
で
の
土
地
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
14年

９
月
30日
付
け
で
栗
林
動
物
園
か
ら
「
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
平
成
14年
９
月
末
を
も
っ
て

有
料
入
園
者
の
受
入
れ
を
停
止
す
る
こ
と
」
を
理
由
に
免
除
申
請
が
提
出
さ
れ
、
同
条
例
第
11条

た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
年
10月
28日
付
け
で
免
除
し
て
い
る
。

③
　
平
成
15年
４
月
１
日
か
ら
同
年
９
月
30日
ま
で
の
土
地
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
同
年
３
月
27日

付
け
で
栗
林
動
物
園
か
ら
「
平
成
14年
６
月
29日
開
催
の
弊
財
団
理
事
会
決
議
に
基
づ
き
同
年
10

月
１
日
以
降
休
園
し
、
か
つ
県
へ
の
用
地
返
還
目
途
た
る
本
年
９
月
末
日
に
む
け
て
現
在
鋭
意
努

力
中
で
す
。
」
等
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
添
え
て
、
免
除
申
請
が
提
出
さ
れ
、
同
条
例
第

11条
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
15年
３
月
31日
付
け
で
免
除
し
て
い
る
。

本
件
土
地
使
用
料
を
免
除
し
た
理
由

県
は
、
栗
林
公
園
活
性
化
の
た
め
に
は
動
物
園
敷
地
を
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
栗
林
動
物
園
に
対
し
て
土
地
の
返
還
を
要
請
し
て
お
り
、
栗
林
動
物
園
が
こ
の
要

請
を
受
け
、
平
成
14年
10月
以
降
有
料
入
園
者
の
受
入
れ
を
停
止
し
、
動
物
園
敷
地
を
県
に
返
還
す

る
た
め
動
物
の
他
動
物
園
へ
の
移
転
作
業
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
条
例
第
11条
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
認
め
、
土
地
使
用
料
を
免
除
し
た
も
の
で
あ
る
。

栗
林
動
物
園
の
沿
革
及
び
活
動
状
況
等



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
五
年
八
月
五
日

（
第
九
〇
五
三
号
）

一
一

①
　
沿
革

明
治
40年
頃
　
　
　
栗
林
公
園
内
の
遊
園
地
に
県
営
の
小
動
物
園
を
設
置

昭
和
４
年
６
月
　
　
経
営
困
難
に
よ
り
個
人
に
経
営
を
譲
渡
、
土
地
は
無
償
に
よ
る
使
用
許
可

昭
和
５
年
１
月
　
　
個
人
動
物
園
と
し
て
開
園

昭
和
26年
８
月
　
　
財
団
法
人
組
織
に
変
更

昭
和
27年
４
月
　
　
博
物
館
法
に
基
づ
く
博
物
館
と
し
て
登
録

昭
和
31年
10月
　
　
都
市
公
園
施
設
と
し
て
設
置
許
可

②
　
活
動
状
況

公
益
法
人
で
あ
る
栗
林
動
物
園
は
、
博
物
館
法
や
社
会
教
育
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
各
種
動
物
を

飼
育
し
教
育
上
又
は
学
芸
上
価
値
あ
る
資
料
を
展
示
公
開
し
て
公
衆
の
鑑
賞
及
び
教
養
、
児
童
生

徒
の
学
習
並
び
に
学
芸
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
に
お
け
る
文
化
、
教
育
の
一

部
門
と
し
て
動
物
園
運
営
等
を
行
っ
て
き
た
。
動
物
園
事
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
古
い
歴
史
の
中

で
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
動
物
た
ち
と
触
れ
合
う
社
会
教
育
の
場
と
し
て
広
く
親

し
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
県
の
委
嘱
に
よ
り
県
内
の
野
生
動
物
の
保
護
、
救
命
救
急
と
リ
ハ
ビ
リ
、

自
然
復
帰
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
動
物
園
の
サ
ポ
ー
ト
組
織
と
も
い
え
る
動
物
里
親
制
度
の
実

施
運
営
、
博
物
館
学
芸
員
講
習
や
職
場
体
験
学
習
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
習
の
受
入
れ
指
導
な

ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

③
　
経
営
状
況
等

栗
林
動
物
園
は
、
昭
和
30年
代
の
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
60万
人
の
入
園
者
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
入
園
者
数
は
減
少
し
、
平
成
２
年
に
は
20万

人
を
下
回
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
13年
に
は
ピ

ー
ク
時
の
10分
の
１
ま
で
に
落
ち
込
み
、
こ
こ
数
年
は
積
立
金
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
赤
字
補
て

ん
を
し
て
お
り
、
動
物
の
飼
育
環
境
の
十
分
な
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
た
。

２
　
監
査
委
員
の
判
断

本
件
動
物
園
は
、
明
治
40年
頃
に
県
営
の
小
動
物
園
と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
の
変
遷
を
経
て
、

公
益
法
人
設
置
の
動
物
園
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
古
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
人
々
が
こ
こ
を

訪
れ
、
子
供
た
ち
の
社
会
教
育
、
情
操
教
育
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
貢
献
は
大
き
く
公
共
性
は
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

栗
林
動
物
園
が
平
成
14年
10月
以
降
有
料
入
園
者
の
受
入
れ
を
停
止
し
、
動
物
園
敷
地
を
県
に
返

還
す
る
た
め
の
移
転
作
業
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
動
物
園
敷
地
を
返
還
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
県
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
に
照
ら
す
と
、
平
成
15年
４
月
1日
か
ら
同
年
９
月
30日
ま
で
の
土
地
使
用
料
を
免

除
し
た
こ
と
は
、
香
川
県
都
市
公
園
条
例
第
11条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
で
は
な
く
、
違
法
又
は
不
当
な
措
置
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
件
土
地
使
用
料
を
違
法
に
免
除
し
た
と
す
る
請
求
人
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
。
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